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学長選考・監察会議 

 

千葉大学は､｢つねに、より高きものをめざして｣を基本理念に掲げ、千葉大学憲

章と行動規範を制定している。学長選考・監察会議は､千葉大学憲章と行動規範を

基に、千葉大学のミッションを着実に実現する学長を選考するため、千葉大学学長

に求められる学長像として以下の選考基準を定める。学長選考・監察会議は、自ら

の責任の重大性を認識し、世界水準の教育研究大学に相応しい学長を学内外から広

く選考するべく最大限の努力を払う。 

 

 

１．学長の資質  

社会および千葉大学の教職員と学生から信頼を得るに足る高潔な人格と 

優れた学識を有し、社会から大学に求められている教育・研究・社会貢献 

の責任を適切かつ効果的に推進する能力を有すること。  

 

２．教育  

人間・社会・自然についての広い教養と深い専門知識を持ち、チャレン 

ジ精神に富む、たくましい学生を社会に送り出すための教育と教育環境整 

備を実行すること。 

  

３．研究  

総合大学としての多様性と学際性を生かし、新しい学術領域を拓き、自 

主的自律的に学術研究を進めるための研究環境を整備し、千葉大学を世界 

から見える研究大学とすること。 

  

４．社会貢献  

千葉県に立地する総合大学として、教育、研究、医療、文化などを通し 

て地域社会に貢献するとともに、日本社会および国際社会に対して､教育と 

研究の成果を発信し､社会からの要請に応えられる大学とすること。  

 

５．大学運営  

厳しい経済状況の中にあっても、大学の存立基盤を確立するため安定的 

な財政基盤の確立と適切な資源配分により大学を活性化し、教育・研究活 

動等を持続、発展させること。 


